
経過したところですが、3歳位まではこの靴を履かせ

るように、との先生のご指示です。

3か月で改善することも
　小学2年生のCさん。左足が「外反扁平足」と軽度
の外反拇趾で足の疲れや痛みを訴えていました。
　あちこちの靴屋さん、デパート等を回り、靴やイン
ソールを色々買ってみたけれど、痛みは変わらずご家
族も困っておられました。
　通学用の革靴に補正、学校の上履きにはドイツ製の
インソールを調整して装着。その他外出用、学校の外
履き用にも、靴底と踵のサポートのしっかりした靴を
お選びしました。
　来店より3か月後にフットプリントを採ったところ、
拇指の角度がかなり改善し、土踏まずも少し白い面積
が増えてアーチの形成が見られ、何よりも足の痛みと
疲れがすっかりなくなっていました。
　小学校低学年位までのお子さんの場合は、このよう
にかなり早く改善が見られるのですが、大切なのは、
やはり、足の筋肉をしっかりと鍛えること。暖房の効
いた家の中では素足で過ごしたり、暖かくなってきた
ら、砂浜や芝生の上などを裸足で走り回ったり……、
そんなことを心掛けてあげると良いですね。

の歪み、歩き方、等をチェックして、足に合った靴を
選び、必要に応じて調整した靴を履かせ、よく歩かせ
ると、2歳や3歳の子でも、嬉しそうに「あるきやすい
ー」と言ってくれます。逆に、少しでも合わないとこ
ろがあると、すぐに「いたいっ」と訴えたり、歩きが
おぼつかなくなったりします。
　そう、子供の足はとても敏感で正直なのです。
　ですから、足に合ったしっかりした靴を履かせれば、
とてもよく歩いて、活発に行動するようになり、身体
や心の成長にもよい影響を与えます。
　他の靴があってもエルデの靴しか履きたがらない、
足が痛いと言わなくなった、……と、引き続き2足目、
3足目のご購入に来店される方が増えています。
　そんな、小さなお客様を少しご紹介しましょう。

下條先生のご指示で
　1歳のB君は下條整形外科の患者さんで、やはり「外
反扁平足」で強度の内股歩き。
　下條先生のご指示で、踵のサポートのしっかりし
た、幅広の革靴に補正を加え履かせたところ、足先
をまっすぐに向けるようになりました。まだ2か月を

運動会で転ばずに走れた！
　3歳のAちゃんは、広島県在住。8月に千葉のお母
さんの実家に来られた折に来店されました。歩き始
めたのが遅く、足元がふらついてすぐに転ぶので、
整形外科を受診したところ「外反扁平足」との診断
を受け、リハビリ治療中でした。
　まず、踵のサポートのしっかりしたハイカットの
スニーカータイプの靴を履かせると、それだけでも
歩行が安定しました。この靴に、ドイツ製の既製イ
ンソールを調整して入れると、さらに足どりがしっ
かりしました。
　折々に、電話やお便りを頂いていますが、12月に
は、「足の動きがたいへん活発になり、運動会でも
転ばずに走り通せました。良い靴に出会えてほんと
うに感謝しています」との、嬉しいご報告をいただ
きました。

　昨年は、3月に『週刊朝日』「子どもの足が危ない」
の記事の中で、子供の足をきちんと見て靴を販売す
る店としてご紹介いただいたこともあり、小さいお
子さんの来店が多い年でした。
　歩き方が気になる、すぐ転ぶ、すぐ疲れたと言っ
てあまり歩かない、等々、子供の足を心配される若
いお母さん、お父さん、おばあちゃまに連れられた、
可愛いお客様の来店でにぎやかでした。
　お医者さんと間違えてお母さんにしがみついて泣
き出す子も、やがて表情が和らいで、ストンとエル
デの靴に足を入れると、初めは少し足元がおぼつか
ないものの、やがてしっかりとした足どりで歩き始
めるのです。
　足のサイズだけではなく、甲の高さ、足の形、踵

すこやかな成長は、げんきな足から

素材の生産工程にも化学物質を一
切使っていないのでアレルギーの
子供にも安心して履かせられる。
踵のホールド性、アーチサポート
ともにすぐれた、最も理想的な子
供靴。現在生産停止中。

使いやいマジックテープタ
イプ。細くて甲の薄い足の
子供に適切。

医療靴メーカーの
子供靴。足底板も
装着できる。

ジュニア用スニーカーとし
ては、靴底の作りがしっか
りしており、マジックテープ
も締めやすいのが特徴。
ひもタイプもある。

日本のスニーカータイプの子
供靴の中では、踵のサポート
がもっともしっかりしている

ヨーロッパのメーカーの中でも、機能性を最も重視した子供靴を作り続けている数少ないメーカ
ーのひとつ。
踵をしっかりとホールドする革靴ハイカットシューズに、アーチサポートを備えているのが特徴。

エルデの子供靴は……　

　子供の足の健全な発育のためには、靴がとても大切
です。問題の少ないお子さんでも、しっかりした靴を
履くことで、さらに活発に行動できるようになります。
　しかし、最近はヨーロッパのメーカーの子供靴もド
イツを含めて質が低下し、お薦めできる靴が少なくな
ったのが残念です。
　現在取り扱っている主なものを、ご紹介します。
　100%満足できないものもありますが、用途や価格を
考慮して、入手可能なものの中から最良のものを選んで
います。
　国内メーカーによる良質の子供靴生産を望まずには
おれません。

エルデの子供会員制
　◇小学生まで／入会金 5,000円／要予約
　フットプリントを採り、歩き方や足の状態を
総合的にチェックし、お子さんの健康な足の成
長に適切な靴をお選びします。
　また、定期的にその後の足の状態や靴の適合
性をチェックします。

外反扁平足とは……　
　足部の靭帯が非常に緩いため、立位で踵部が
下に向かって外側に歪み、内側縦アーチ(土踏ま
ず)が低下してしまう症状。
　5歳位までに成長とともにアーチが形成され、
改善するものが多いが、ハイカットで踵の支え
がしっかりした作りの靴を履かせることは、骨
格の形成上もとても大切。
　重度の場合は、医師による治療が必要。


